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１．市立ひらかた病院の概要
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市立ひらかた病院の役割

3

北河内二次医療圏における唯一の公立総合病院として、「心のかよう医療を行い、
信頼される病院」を基本理念とし、患者の立場に立った質の高い医療の提供や、救急
医療・小児医療などの政策医療の役割を担い、地域医療に貢献する。
昭和25年からの歴史を経て、平成26年９月に新築７階建で新たに開院。

主要業務

入院許可病床数：335床（一般病床327・感染症病床８）
令和６年９月から人員不足により６階西病棟（47床）を休棟しており、稼働病床は288床となってい

ます。

外来診療科目：24科（月～金 午前8時15分～11時30分）
内科、循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、小児科、消化器外科、乳腺・内分泌外科、形成外科、

整形外科、脳神経外科、心臓血管外科、呼吸器外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉・
頭頸部外科、リハビリテーション科、放射線科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科、病理診断科、精神科

救急：24時間365日対応（救急科、小児科）
人間ドック、脳ドック（月～金）
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府の病院分類では「急性期病院」に区分
本院は、地域で高度な医療を支える病院として、専門的な手術の提供や、休日・夜間
を含めた二次医療圏の救急患者の受入を中心に担う急性期病院であるとともに、北河内
医療圏域で唯一の公立の総合病院として不採算とされる政策医療についても担っており、
自治体病院としての役割を果たすため、日々、医療水準の向上に努めています。

包括払い方式となるDPC対象病院

ＤＰＣとは「診断群分類別包括評価支払方式」の
略で、従来の出来高払方式とは異なり、患者の病名
や治療内容、また入院日数などによって定められた
１日あたりの定額の点数を基本に医療費を計算する
方式で、特に入院日数については平均在院日数を基
に３段階に区分され、初期が高く評価されています。
なおＤＰＣ方式は、全ての診療行為が包括されて
いるわけではなく、出来高で算定するものも多数あ
るため、包括部分と出来高部分を組み合わせて請求
します。

点数設定方式（標準パターンA）
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２．令和７年度の事業実績等
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令和７年度
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令和７年度

（参考）令和６年度決算の状況

純損益

▲890,722,741円



令和７年度
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令和７年度

令和７年度の経営目標



令和７年度
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令和７年度 令和７年度KPIと達成に向けた取組指標

ＫPＩ（重要業績評価指標）

DPC期間Ⅱ超え率：30％以内
病 床 稼 働 率 ：稼働病床の稼働率 288床 87％

       335床 75％

ＫPＩ達成のための取組指標
新紹介件数 ： 825件
救急応需率 ： 90％
手 術 件 数： 340件

（251床）



令和７年度
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入院患者数状況 延べ87,325人(１日平均239.2人)
⇒前年度比で1,209人 増（ただし、令和6年度は８月末まで35床休棟）

事
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実
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令和７年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

R6 6,704 6,812 6,979 7,243 7,355 6,856 6,854 7,295 7,613 7,326 7,218 7,861

R7 7,011 6,876 7,394 7,723 7,529 7,060 7,234 7,435 7,110 7,126 6,919 7,908

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

月 別 入 院 患 者 数



10

外来患者数状況 延べ177,093人(１日平均731.8人)
 ⇒全体的に減少傾向となり、前年度比で4,451人 減

令和７年度
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令和７年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

R6 15,244 15,722 15,097 16,667 15,168 14,419 16,340 14,722 15,253 14,880 13,356 14,676

R7 14,936 14,508 14,779 15,936 14,060 15,030 15,681 13,569 15,073 14,629 13,370 15,522
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令和７年度
手術件数 計3,980件（前年度比で 77件 増） 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R6 288 315 336 343 326 307 348 340 330 318 306 346

R7 319 328 341 355 336 336 348 305 340 309 300 363
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診療単価

入院 68,203円
（前年度比で1,827円 増）

外来 14,395円
（前年度比で153円 減）

病床稼働率  83.１％（239.2床／288床）

※休棟中の６階西病棟（47床）を除く

令和７年度
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令和７年度
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令和７年度 入院・外来収益（計）は、約85億円⇒前年度比で約1.8億円 増

 (月平均 入院４億9,631万7,535円、外来２億1,244万4,622円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R6 627,489,950 664,820,493 680,040,774 714,825,038 728,045,823 670,940,697 714,204,154 699,347,053 709,699,169 724,237,149 689,812,702 678,124,398

R7 651,636,996 678,131,497 698,463,982 754,092,673 702,494,602 711,470,232 747,029,545 710,712,745 708,323,969 721,679,764 669,618,226 751,491,649
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令和７年度

 

総

括

令和７年度

費用は、人事院勧告に伴う給与改定等による人件費の
増加や物価高騰の影響で、大幅に増加

収益は前年度比で増加した
ものの、入院・外来患者数・
単価は予算時想定を下回った

空調改修や高額医療機器の故障により修繕費も増加

実績 予算

入院 延患者数 87,325人 90,283人

診療単価 68,203円 68,470円

外来 延患者数 177,093人 180,870人

診療単価 14,395円 15,212円

診療報酬返還金の3億2千万円も

⇒決算では令和６年度よりも厳しい状況が予想される

R6 R7

人勧平均改定率 2.76％ 3.62％

当院平均改定率 4.3％ 3.3％



３．令和８年度の取り組み
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両立が診療単価の向上に重要

取

り

組

み

令和８年度

ＫＧＩ（重要目標達成指標）

入院収益：年間67億円
上半期:５億4千万円/月

下半期:５億8千万円/月

外来収益：年間28億円
２億4千万円／月

合 計：年間95億円

ＫPＩ（重要業績評価指標）

病床稼働率：

上半期：288床の87％（251床）
下半期：335床の80％（268床）

入院単価：71,000円

令和8年度 KGIとKPI
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令和８年度 KGI ・ KPI を達成する具体的取り組み目標
① 手術件数：350件／月（サブ目標：全身麻酔率 65％）
単価向上に向けて、急性期病院として症例実施が重要とされる全身麻酔率をサブ目標に設定
（令和7年４月～令和８年２月の平均：件数333件、全身麻酔率 60.0％）

② 新紹介件数：830件／月

 地域医療機関への訪問活動計画を策定したうえで、積極的に訪問し、
 地域連携強化を図るとともに患者受入れも積極的に行う。

 (令和7年４月～令和８年２月の平均：804件）

③ 外来診療単価：10％増

 長期通院患者に対し適切な検査等を実施することにより患者メリット
 と診療単価向上の両立を図る

（令和7年４月～令和８年２月の平均：14,590円）

④ 救急応需率：90％・入院率：40％

 地域住民の生命を守るために公立病院が果たすべき責務を自覚し、
 応需率の向上を図るとともに、帰宅後の急変リスクについても十分
 考慮のうえ、入院の可否を判断する。

（令和7年４月～令和８年２月の平均：応需率91.0％、入院率38.9％）

▲令和８年度 柱のポスター
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令和８年度 令和８年度のイベント
 ６月に診療報酬改定（プラス改定）

 10月から６階西病棟を開棟を目指す(全病棟による運用開始）

取り組みのポイント！

収益の増加
入院・外来収益の増（年間95億円の収益を確保）

費用の抑制
 人件費・医師応援謝金・看護師派遣の抑制
（病棟の開棟等による人員増や今年度も予想される給与増の改定の影響を

最低限にとどめるべく適正化に努める）

医療材料費・医療用薬品費の抑制と医療機器等整備の適正化
（目に見える効果を生む）

「経営強化プラン（第３次中期経営計画）」に基づく取組
  昨年度見直したプランに掲げる取り組みを着実に実行する



経営改善に向けたその他の重点的な取り組み
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施設基準の届出や加算・指導料の算定率向上

徹底したコスト削減に向けた取り組み

令和８年６月の診療報酬改定に合わせ、最大限の加算・指導料を算定するよう取り組むほか、人員
配置などの課題により未取得の加算についても、取得に向けて取り組みます。また、外部識者による
助言を受けつつ、多職種参加の勉強会を開催するなど、施設基準に対する職員全体の意識と知識の向
上を図ります。

医療材料費や医療用薬品費の抑制のため、全国の医療機関の購入価格の照会・比較ができるベンチ
マークシステムを活用するとともに、医療機器等については、現行機器の継続利用を前提とするなど、
更なる歳出抑制に努めます。また、厳しい経営状況の要因である人件費の急激な増加に対応するため、
人員の適正化を図りつつ、最大の効果が発揮できる体制を構築します。

誇りとやりがいを持って働く職場環境の醸成と働き方改革の推進 
「医療従事者等の負担の軽減及び処遇改善に資する計画」に基づき、医師事務作業補助者や看護補助
者の配置するほか、各職種の役割分担などにより、引き続き職場環境の充実を図ります。また、メン
タルヘルスやハラスメント防止研修等を実施し、誰もが働きやすい職場風土の醸成を図ります。

取

り

組

み

令和８年度



北河内二次医療圏で
唯一の公立の総合病院として、
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を理念に市民のみなさんに
質の高い医療を提供してまいります

「心のかよう医療を行い、
  信頼される病院」
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